
資料５

行政データ等の利活用について

令和３年１０月２９日
富山県



１ 現状

２ 参考事例

３ 検討の視点



■オープンデータの推進

・県オープンデータポータルサイトの開設（Ｈ29年10月）

・全ての県内市町村でのオープンデータの取組開始（Ｒ元年７月）

１ 現状①

■オープンデータを活用するための公民連携の推進

・有志のエンジニアが行うシビックテック活動等との連携

（県公認「新型コロナウイルス感染症対策サイト」へのデータ提供など）

・富山県オープンデータミーティング・富山型官民データラウンドテーブルの開催

（県が保有するデータの公開を通じた公民連携による地域社会の共創の場として、

全ての参加者がフラットな立場で意見を交換）



１ 現状②
オープンデータを活用し、新型コロナに関する最新情報をわかりやすく提供する

「富山県公認新型コロナウイルス感染症対策サイト」



富山県オープンデータミーティング・富山型官民ラウンドテーブルの開催

➢ オープンデータの推進に向けた意見交換の場

➢ 自治体職員や大学、民間事業者、シビックテック

コミュニティ等が参加

➢ データの公開を通じた公民連携による地域社会の

共創の場として、全ての参加者がフラットな立場

で意見を交換

➢ とやまロケーションシステム(※)の開発に貢献
※バスの位置情報等がわかるサイト

１ 現状③



富山県オープンデータミーティング・富山型官民ラウンドテーブルの参加状況

１ 現状④

行政, 31.9

大学, 8.5

民間事業者, 

3.2

シビックテッ

クコミュニ

ティ, 56.4 「民間事業者」の参加が少ない



２ 参考事例①

会員企業・団体数
１０７

うち民間企業５４社
（５０．５％）



２ 参考事例②

京都ビッグデータ活用プラットフォームの提供サービス



２ 参考事例③



３ 検討の視点

＜現状＞

① 「富山型官民データラウンドテーブル」などシビックテックとの協働・共創により、オープン
データの利活用を推進している。

② シビックテックによる県民の利便性向上や地域課題解決の事例はあるが、オープンデータを活用
してビジネス化に至った事例は少ない。（全国には、データ利活用を新産業創出につなげる枠組み
が存在している。）

＜課題＞

① ラウンドテーブルへの民間事業者の
参加が少ない。

② データのビジネス利活用ニーズを把
握しておらず、データ利活用を新産業創
出につなげる枠組みがない。

＜検討の視点＞

① ラウンドテーブルへの民間事業者の参加を促
進すべきではないか。

② ビジネス利活用に向けた民間ニーズの汲み上
げに取り組むとともに、データ利活用を新産業
創出につなげる枠組みが必要ではないか。

➢ 行政データ等の利活用は、多様な主体がオープンデータ化されたデータを利活用して、県民の利便
性向上や地域課題解決、新産業創出を実現することが望ましい。

➢ この点を踏まえた現状と課題は次のとおりである。


